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 発 行  岩手県立農業大学校父母の会 

編 集  岩 手 県 立 農 業 大 学 校 

https://www.pref.iwate.jp/agri/noudai/index.html 

 

【農産経営科】 

お米の食べ比べ！ 

【野菜経営科】 
 大盛況の野菜販売！ 

 

本年もコロナ禍のため開催期間を１日に短縮して、１１月６日に

「２０２１農大祭」が開催されました。 

 例年は、来場者の方々と交流し、農大生の日頃の活動の様子を知っ

ていただく機会となっておりますが、本年は、経営科間交流や学生同

士の親交を深めることを目的に、非公開で開催されました。 

農畜産物販売のほか、学生が普段訪れることのない他の経営科の現

場教室や各種施設を訪問する機会が設けられ、他の経営科の卒業研究

や専攻実習の取り組みについて、卒研パネルや実習体験などを通し

て、理解を深めました。また、経営科対抗のクイズ大会が行われ、各

経営科で準備した難問奇問のクイズに学生はチャレンジしました。 

様々な制約の中、学生のアイディアや工夫により企画され開催され

た「２０２１農大祭」でしたが、学生にとって達成感のある有意義な

イベントとなりました。 

【花き経営科】 
フラワーアレンジメント実演 

 

 

【酪農経営科】 
乗牛体験！？ 

 

 

【果樹経営科】 
 果樹を販売しながらクイズ出題！ 

 

【肉畜経営科】 
 牛舎でクイズ出題！ 

 

【昼食はBBQ】 
 自分達で育てた牛でのBBQは格別！ 

 

農大祭実行委員長 肉畜経営科 ２年 川村航平 

「２０２１農大祭」は、コロナ禍のため非公開とし、私たち学生が普段じっくり見

聞きすることのない他の経営科の活動を知り、学生同士の親交を深めることを目的に

開催しました。仲間が育てた農畜産物を昼食でいただいたほか、販売購入することも

でき、制約が多い中ではありましたが有意義なイベントとすることができました。 

今後とも仲間と切磋琢磨しながら、勉学に取り組んでまいります。 
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【農産経営科】等級検査補助 
 

今年も実りの秋を迎え、１年生による「農家派遣実習」が10月11日及び12日から各々15日間、学生

を受け入れてくださった県内38戸の先進農家及び所管する普及センターの御協力を得て実施しました。

（コロナ禍のため、例年より一月遅れての実施でした） 

学生のほとんどが農家に宿泊するのは初めてであり、実習開始前は緊張した面持ちでした。 

受入農家の御指導のもと、栽培管理や家畜飼養管理などの農作業や農家生活等を経験したことで、実習

を終えた学生は、これから農大の講義や実習で学ぶべきことを再認識するとともに、農業に対する考えや

将来の展望を新たにし、各々がたくましさとともに自信を身に付けて帰校しました。 

今回の「農家派遣実習」が今後の学生生活の一助となり、今後も受入農家とのつながりを大切にしなが

ら学生が一層成長していくことを期待します。 

本校で２年生が毎年実施している「海外農業研修」につい

ては、新型コロナウイルス感染症のため、令和２年度に続

き、令和３年度も中止しました。 

そこで初めての取組みとして、渡航予定であったアメリカ

のカリフォルニア大学デービス校とオンラインで結んだ講義

を実施しました。（７月と９月に計4回） 

デービス校の学校紹介やバーチャルキャンパスツアーを始

め、カリフォルニア農業の概要、国際的な研究やアメリカな

らではの研究・栽培方式に係る講義を受け、学生は興味深く

聴講していました。また、学生から講師に対し、栽培から出

荷まで幅広い分野の質問が数多く出されていました。 

カリフォルニア大学デービス校との 

オンライン講義について 

オンラインでデービス校の最先端の研究やカリフォルニア農業に触れ、日本農業と比較することで、

幅広い視野や国際的な感覚を身に付けるきっかけとなりました。 

農家派遣実習を通して将来を展望 
 

【野菜経営科】受入農家さんと 

 
 

【果樹経営科】収穫実習 

 

 

【酪農経営科】牛舎で勉強会 

 
 

【花き経営科】受入農家さんと 

 

 

【肉畜経営科】学生は左です… 
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最優秀賞 肉畜経営科１年 遠藤さん（左） 

優秀賞  花き経営科１年 吉田さん（右） 
学生が運営も担当 

様子      

会場の様子（先輩から温かいご助言をいただきました） 学生からの質問（みんな真剣な表情です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の順番 学科 経営科 学年 氏名 課題名 

１ 農産園芸 果樹 １年 髙橋 重哉 農業者の減少に歯止めをかけるためには 

２ 畜   産 酪農 ２年 八木 蓮 農大で学んだことと地域貢献について 

３ 農産園芸 農産 １年 白石 雅大 旧３Kをぶっ壊す！～新３Kの旗のもとに～ 

４ 畜   産 酪農 １年 瀨川 泰生 これからの農業のために取り組むこと 

５ 農産園芸 野菜 １年 菊地 啓太郎 後継者不足を解消するために私が将来できること 

６ 農産園芸 農産 ２年 川原 隆大 一人前の農家になるために 

７ 畜   産 肉畜 ２年 川村 航平 畜産農家を支える者として 

８ 農産園芸 野菜 ２年 柿本 純 高齢化問題について～農家派遣実習の経験を活かして～ 

９ 畜   産 肉畜 １年 遠藤 花凜 農業の未来 

10 農産園芸 花き １年 吉田 詩音 花農家を目指して 

11 農産園芸 花き ２年 村上 莉歩 花で多くの人を笑顔に 

12 農産園芸 果樹 ２年 佐藤 悠碧 イメージアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月17日（水）に本校大教室で、「令和3年度校内意見発表会」を開催しました。この発表会は、将

来の農業・農村を担う学生を育成することを目的に、自らの学生生活を通じて日頃考えていることや想い

など農業に関する提案を広く自由な観点で論じるもので、毎年開催しているものです。 

 １～２年の各経営科の選考を経た12名の学生が、将来目指す農業や今後の展望などそれぞれの想いと

課題を発表しました。 

 最優秀賞には「農業の未来」と題して発表した肉畜経営科１年の遠藤花凜さんが、優秀賞には「花農家

を目指して」と題して発表した花き経営科１年の吉田詩音さんが選ばれました。２人は令和４年１月に山

形県で開催される「東日本農業大学校等プロジェクト発表会・意見発表会」の意見発表の部の本校代表と

なります。 

 

 

校内意見発表会 
 

令和３年度進路応援ゼミを開催しました 
 

11月19日（金）に本校では、農大卒業生をお招きし、在学時の取組みや現在のお仕事の話題を提供して

いただき、学生の具体的な進路決定に結び付けることを目的として、進路応援ゼミを開催しました。 

話題提供者として、中平知宏氏（野菜経営科卒、㈱アンドファーム→自家就農）、田澤太朋氏（酪農経営

科卒、自家就農）、千葉成道氏（肉畜経営科卒、(一社)家畜改良事業団盛岡種雄牛センター）の３名からお

話を伺い、学生から話題提供者に対し、「就農の前にやっておくべきことは」、「農大の強みは」など多く

の質問が出され、それぞれ懇切丁寧な回答をいただきました。 

終了後学生からは、資格取得や就農計画、またインターンシップの重要性を学んだとの声が多く挙がりま

した。これを機に、進路実現に向けて真剣に取り組んでいくことが期待されます。 
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佐藤農林水産部長より表彰状が授与されました。

様子      

発表直前の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★学生自治会の新体制が確立しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★清和寮のボイラー改修工事が完了しました！ 
 

 

 

 

★当面の予定（令和４年３月まで） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和 3 年度 岩手県立農業大学校 学生自治会役員（令和 3 年 12 月～） 

 役 職 経営科 学年 氏 名  役 職 経営科 学年 氏 名 

 会 長 肉畜 １年 遠藤 巧夢  
会 計 

酪農 １年 瀨川 泰生 

 副会長 野菜 １年 千葉菜乃子  農産 １年 金  祥澄 

 

総 務 

野菜 １年 菊地啓太郎  
書 記 

肉畜 １年 朝倉  晴 

 果樹 １年 髙橋 重哉  花き １年 川内 梨渚 

 肉畜 １年 岩田 怜馬  総寮長 肉畜 １年 佐藤 瑠衣 

   清和寮長 野菜 １年 錠前 羽瑠 

 月 日 内 容 

 12月27日（月） ～ 1月4日（火） 冬季休業 

 1月18日（月） ～    19日（火） 東日本農大協プロジェクト発表会・意見発表会（山形県） 

 1月28日（金） ～    31日（月） 本科２年 後期定期試験 

 2月  1日（水） ～     3日（金） 全国プロジェクト発表会・意見発表会（東京都） 

 2月10日（木） 本科２年 退寮日 

 2月21日（月） ～    24日（水） 本科１年 後期定期試験 

 2月25日（金） 本科一般入学試験（後期）・社会人特別選考 

 3月 4日（金） 本科一般入学試験（後期）・社会人特別選考合格発表 

 3月 7日（月）・10日（木） 卒業研究計画発表会（本科１年） 

 3月 9日（水） 卒業式 

 3月11日（金）  終業式 

肉畜経営科1年生が快挙！ 

～県の政策提案コンテストで準優勝を獲得～ 

令和3年8月5～6日に盛岡市で開催された「岩手県農林水産部政策提案型調査研究コンテスト Wild 

Cup 2021」において、肉畜経営科1年生が発表した「水畜連携～水産業と連携した環境保全型肉用

牛増頭対策～」が優秀作品「準優勝」を獲得しました。 

 肉畜経営科の学生達は、地球温暖化防止のための温室効果ガス排出量の削減と、肉用牛の生産基盤強

化のための飼養頭数の増加を両立するためには、アメリカやオーストラリアで研究が進められているメ

タン削減効果の高い「カギケノリ」という海藻の牛への給与が必要であることを提案しました。 

 発表に向けて、6月からクラス全員で基礎資料作成に取り組み、夏休み返上でスライド原稿を完成さ

せました。発表を担当した学生達は、クラス全員の応援を受けて無事発表を終えました。 

 学生達は、8月27日に県庁農林水産部で開催された表彰式に出席、8月30日に本校の職員室で受賞

報告し、「今回の経験を今後の卒業研究などに活かしていきたい。」と抱負を語りました。 

 

岩手県のPRキャラクター 

清和寮（女子寮）のボイラーは老朽化が進み「冬場はお風呂がぬるい！」ことが大きな課題でしたが、

今年の９月から１０月にかけてボイラーの改修工事を行い、「冬でも暖かいお風呂！」に入れるように 

なりました。（感謝！） 

令和３年11月18日に令和3年度学生自治会役員選挙が行われ、以下の新体制が確立しました。 


